
農山村地域調査の調査体系（案）

市区町村調査 農業集落調査

2015年 2020年（案） 2015年 2020年（案）

調査
対象

すべての市区町村（1,900市区町村） 全域が市街化区域に含まれる農業集落を除く全ての農業集
落（14万集落）

調査
組織

農林水産省
｜

地方組織
｜

市区町村

農林水産省
｜

地方組織
｜

調査員
｜

調査対象
（農業集落精通者）

農林水産省
｜

調査対象
（行政区代表者等）

調査
方法

電子メール又は往復郵送による自計調査 農業集落精通者による自
計又は調査員による面接調
査

往復郵送による自計調査

ただし、郵送により回収でき
なかった農業集落については、
調査員調査により補完

○ 市区町村調査については、2015年を踏襲。

○ 農業集落調査については、農業集落精通者の設定及び調査員の確保・管理が困難になっていること、一方で、調査に代
わる手法導入により、聞き取り項目が縮減されたことを踏まえ、行政区代表者等への郵送調査を基本とする方法に変更。

ポイント

農林水産省
｜

地方組織
｜

調査員
｜

調査対象
（行政区代表者等）

資料No.６

①



農業集落調査の調査体系（案）

○ 農業集落と行政区の対応関係を整理した上で、行政区の代表者を基本として、各農業集落に１名の回答者を設定。
○ 郵送調査により未回収の農業集落については、統計調査員による調査で補完。

ポイント

民間事業者

③配布・回収
（訪問）

地域センター等

117拠点

①名簿入手

②任命

地方農政局

67拠点

農林水産本省 ②郵送調査

統計調査員

約6,000名

農業集落精通者

各集落複数候補
・自治体系
・JA系
・その他

統計調査員

約1,400名

調査対象
（行政区代表者等）

各集落１名
・自治体系

郵送未回収の行
政区代表者等

各集落１名

2015年調査 2020年調査（案）

郵
送
調
査
を
基
本
に
変
更

関係団体

・市町村
・JA
・土地改良区

③任命

関係団体

・市町村

①名簿入手

未回収または補完が必要な
調査対象名簿及びチェックリストの送付

調
査
員
調
査

郵送・督促

回収

調
査
員
調
査

地方農政局

67拠点

名簿報告郵
送
調
査

郵
送
調
査

④配布・回収
（訪問）

②


	(資料1)第3回研究会でご議論いただく論点_＃6
	スライド番号 1

	(資料2)2020年農林業センサス　労働力の全体像の把握について#8
	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3

	(資料3)自営農業と関連活動の範囲#8
	スライド番号 1
	スライド番号 2

	(資料3－補)自営農業の範囲が影響する項目#4
	スライド番号 1

	(資料4)2020年農林業センサス　施策に対応した調査事項#02
	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3

	(資料5～8)地域調査のポンチ絵#3
	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10


